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日本近海の深海底にはメタンハイドレートや海底
熱水鉱床などの資源が眠っています。沖合域では
海底下CCSや洋上風力発電の展開も議論されてい
ます。こうした深海や沖合における開発は、未来
の持続可能な発展の鍵を握るものであり、同時に
環境影響を最小化することも課題となります。
この課題に対して、当社は専門知識と技術を駆使
し、適切な環境保全のための環境影響評価に資す
るデータを提供します。

◆豊富な経験を活かした環境調査を提案・実施します

当社は1990年よりハワイ沖のマンガン団塊やメタ
ンハイドレートなどを対象とした調査に参画し、深
海における環境調査について豊富な経験を有してい
ます。この経験を活かした計画の立案、調査や分
析・解析までを一貫して実施します。

プッシュコアラーによる採泥

◆映像解析から生物分布を可視化します

生物の個体数、種数、生態情報（生活様式など）の
分析から、生物への影響の程度を把握するための
データを提供します。例えば、底生生物の分布につ
いてはGISなどを用いて分布の特性・影響の程度を
可視化し、影響評価に有用なデータを提供します。

ROV映像による深海生物観察

◆環境保全措置に資するデータを提供します

環境アセスメントの環境保全措置には影響の回避・
低減・代償があります。影響を回避するための検討
や、低減手法の１つとして、保全対象とする生物の
集団遺伝構造を解析し、開発区に対して保護区を設
定するゾーニング法などを検討します。
そのためには、正確な生物分類と分布情報から、対
象海域の特徴を把握することが重要です。当社は生
物の分類技術や映像解析、DNA解析により、これ
ら保全措置の検討に資するデータを提供します。

※ROVと周辺機器は深田サルベージ建設株式会社所有
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